
　

発
足
か
ら
一
年
、
二
〇
一
八
年
は
徳
島
文
学
協
会

に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と
な
っ
た
。
最
も
大
き
な
取
り

組
み
は
、
徳
島
新
聞
社
と
の
共
同
主
催
に
て
実
施
し

た
小
説
コ
ン
ク
ー
ル
「
阿
波
し
ら
さ
ぎ
文
学
賞
」
だ
っ

た
。
二
〇
一
七
年
夏
よ
り
計
画
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

年
明
け
に
は
正
式
に
告
知
、
二
月
よ
り
募
集
を
開
始

し
た
。
徳
島
県
内
で
主
催
す
る
文
学
賞
と
し
て
は
恐

ら
く
初
の
全
国
公
募
の
文
学
賞
と
な
っ
た
。

　

最
終
選
考
委
員
長
を
芥
川
賞
作
家
の
吉
村
萬
壱
氏

に
依
頼
、
原
稿
用
紙
換
算
十
五
枚
以
内
と
い
う
掌
編

小
説
に
絞
る
と
共
に
、
徳
島
ゆ
か
り
の
何
か
を
作
中

に
登
場
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
独
自

性
を
出
し
た
。
募
集
期
間
中
は
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
を
全
国
の
図
書
館
や
文
化
講
座
、
教
育
機
関
に

送
り
、
ま
た
文
学
賞
の
広
報
サ
イ
ト
に
情
報
を
掲
載

し
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
フ
ル
に

活
用
す
る
な
ど
様
々
な
工
夫
を
行
っ
た
。

　

六
月
十
日
に
応
募
が
締
め
切
ら
れ
た
。
結
果
、
全

国
二
十
八
都
道
府
県
よ
り
予
想
を
大
き
く
上
回
る
四

二
二
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

応
募
作
品
は
徳
島
文
学
協
会
に
て
約
一
ケ
月
を
か

け
て
一
次
選
考
を
行
い
、
七
月
中
旬
に
通
過
作
品
二

十
点
が
選
ば
れ
た
。
そ
の
中
か
ら
大
賞
の
「
阿
波
し

ら
さ
ぎ
文
学
賞
」、徳
島
県
内
在
住
者
ら
か
ら
選
ぶ「
徳

島
新
聞
賞
」、
二
十
五
歳
以
下
を
対
象
に
し
た
「
徳
島

文
学
協
会
賞
」
が
選
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
吉

村
萬
壱
氏
の
選
考
に
よ
っ
て
、
初
代
「
阿
波
し
ら
さ

ぎ
文
学
賞
」
に
輝
い
た
の
は
、
徳
島
を
一
つ
の
仮
想

世
界
に
見
立
て
た
、
大
滝
瓶
太
さ
ん
の
「
青
は
藍
よ

り
藍
よ
り
青
」。
ま
た
「
徳
島
新
聞
賞
」
に
は
坂
東
広

文
さ
ん
の「
海
風
の
吹
く
町
で
」、「
徳
島
文
学
協
会
賞
」

に
は
宮
月
中
さ
ん
の
「
お
見
送
り
の
川
」
が
そ
れ
ぞ

れ
選
ば
れ
た
。

　

九
月
九
日
に
は
新
聞
放
送
会
館
に
て
授
賞
式
が
開

催
さ
れ
た
。
授
賞
式
後
に
は
記
念
行
事
の
文
学
ト
ー

ク
も
開
催
、
最
終
選
考
委
員
長
の
吉
村
萬
壱
氏
の
他

に
ゲ
ス
ト
作
家
の
芥
川
賞
作
家
玄
月
氏
、
直
木
賞
作

家
の
三
浦
し
を
ん
氏
が
受
賞
者
た
ち
と
様
々
な
議
論

を
展
開
し
た
。
会
場
に
は
一
五
〇
人
を
超
え
る
人
々

が
詰
め
か
け
、
著
名
な
作
家
と
受
賞
者
の
話
に
耳
を

傾
け
た
。

　
「
阿
波
し
ら
さ
ぎ
文
学
賞
」
は
一
回
目
と
し
て
は
想

像
以
上
の
大
き
な
成
功
を
収
め
た
と
言
え
る
。
た
だ

今
後
こ
の
勢
い
を
ど
の
よ
う
に
第
二
回
に
つ
な
げ
て

い
く
か
、
多
く
の
方
の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
全
国

に
誇
れ
る
徳
島
の
文
芸
文
化
と
し
て
育
て
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。
ぜ
ひ
今
後
も
会
員
の
皆

さ
ん
の
よ
り
一
層
の
ご
助
力
を
お
願
い
し
た
い
。
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家
の
玄
関
に
ト
イ
レ
が
あ
り
ま
し
て
、

そ
の
扉
の
前
に
母
が
山
積
み
に
し
て
い

る
朝
刊
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
る
朝
、
部
屋
で
ヒ
マ
を
も
て
余
し

て
い
る
と
、
ふ
と
ト
イ
レ
に
立
ち
、
い

つ
も
の
様
に
朝
刊
の
前
を
通
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
徳
島
人
向
け
の
文
学
協
会

の
記
事
が
目
に
飛
び
こ
み
、
す
ぐ
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
、
入
会
の
申

し
込
み
、
数
日
後
に
会
報
が
届
き
ま
し

た
。

　
僕
の
得
意
分
野
は
短
編
の
ア
ウ
ト

ロ
ー
小
説
で
す
。
十
二
歳
の
と
き
に
マ

ン
ガ
家
を
目
指
し
は
じ
め
ま
し
て
、
二

十
八
歳
ま
で
続
け
ま
し
た
。
実
際
は
仕

事
が
忙
し
く
て
、
描
く
時
間
が
確
保
で

き
ず
、
歳
を
追
う
ご
と
に
尻
す
ぼ
み
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
二
十
八
歳
の
と
き
に
小
説
家
へ
転
向
。

自
慢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
電
子
書
籍

と
し
て
自
費
出
版
も
で
き
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
販
売
数
は
ゼ
ロ
冊
で
し
て
、

（
ま
ぁ
こ
ん
な
も
の
か
）
と
、
妙
に
納
得

し
た
も
の
で
す
。

　
さ
て
、
今
回
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
ま
し

た
旨
と
し
ま
し
て
は
、
文
芸
誌
へ
の
応

募
を
し
よ
う
と
決
意
し
て
、
な
ら
ば
、

先
に
先
方
の
方
々
と
一
度
は
顔
を
合
わ

す
の
が
礼
儀
だ
と
か
か
ん
と
か
考
え
ま

し
て
、
未
熟
な
が
ら
筆
を
と
っ
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
会
合
な
ど
で
会
の
空
気
を
学

び
と
り
、
先
輩
方
に
た
く
さ
ん
ご
指
導

を
頂
き
、
仲
間
た
ち
と
語
ら
い
な
が
ら
、

楽
し
い
文
学
ラ
イ
フ
を
生
き
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
だ
見
ぬ
世
界
に
い
る
、
皆
様
へ
ー
ー
。

　
ま
だ
見
ぬ
世
界
へ藤

本
　
涼
太

　
徳
島
文
学
協
会
で
は
、
年
一
回
文
芸
雑
誌

を
発
行
し
て
い
ま
す
。
芥
川
賞
作
家
や
プ
ロ

の
文
学
者
を
筆
者
に
招
き
、
地
方
の
文
芸
誌

と
し
て
は
類
を
見
な
い
商
業
雑
誌
に
匹
敵
す

る
ク
オ
リ
テ
ィ
の
雑
誌
を
目
指
し
ま
す
。
会

員
の
皆
さ
ま
の
優
秀
作
品
を
プ
ロ
の
作
家
と

同
じ
誌
面
に
無
料
で
掲
載
い
た
し
ま
す
。
皆

さ
ま
の
傑
作
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
会
員

の
方
全
員
に
、
最
新
号
を
進
呈
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格

◆
応
募
作
品

◆
原
稿
規
定

◆
締
め
切
り

枚
数
不
問
。
掲
載
時
に
原
則
、
テ
キ

ス
ト
デ
ー
タ
の
提
出
が
可
能
な
も
の
。

縦
書
き
を
原
則
と
し
ま
す
。
パ
ソ
コ

ン・
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
の
場
合
は
四
百
字

詰
原
稿
用
紙
で
の
換
算
枚
数
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。
表
紙
に
会
員
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
書
き
の

上
、
作
品
に
は
ペ
ー
ジ
番
号
を
つ
け

徳
島
文
学
協
会
会
員
限
定

小
説
・
評
論
・
随
筆
・
詩
・
短
歌
・

俳
句
な
ど
広
義
の
文
学
作
品
、
お
よ

び
書
評
。
未
発
表
作
品
に
限
る
。

て
し
っ
か
り
綴
じ
て
く
だ
さ
い
。
応

募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

二
〇
一
九
年
一
月
十
日（
木
）当
日
消

印
有
効

徳
島
文
学
協
会
事
務
局
ま
で
郵
送
く

だ
さ
い
。

◆
掲
載
発
表

応
募
さ
れ
た
作
品
は
会
長
を
含
む
徳

島
文
學
制
作
実
行
委
員
会
で
厳
正
に

審
査
し
、
掲
載
可
か
不
可
を
決
定
し

ま
す
。
掲
載
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

ご
本
人
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。
掲

載
作
品
の
著
作
権
は
掲
載
か
ら
一
年

間
、
徳
島
文
学
協
会
に
帰
属
し
ま
す
。

◆
宛
先

〒
七
七
一‐

三
二
〇
一
　

徳
島
県
名
西
郡
神
山
町

阿
野
字
方
子
一
〇
三

徳
島
文
学
協
会
事
務
局「

原
稿
募
集
」
係

電
話 

〇
八
〇‐

六
二
八
四‐

〇
二
九
六

（
日
曜
祝
日
を
除
く
九
時
〜
十
七
時
迄
）

『
徳
島
文
學 V

olum
e 2 

』
二
〇
一
九
年
春
、
発
行
。

徳
島
文
学
協
会
発
行
の
文
芸
誌

　
　
　『
徳
島
文
學
　Volum

e 2 

』
の
原
稿
を
募
集
し
ま
す
。

物
故
会
員

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

徳
島
文
学
協
会
・
発
足
会
員

濱
口 

佳
子 

様

「
と
と
」
掲
載
エ
ッ
セ
イ
を
募
集
し
ま
す

文
学
に
関
す
る
こ
と
な
ど
を
題
材
に
し
た
八
百
字
以

内
の
原
稿
を
、
ワ
ー
ド
形
式
で
事
務
局
へ
お
送
り
く

だ
さ
い
。（
送
信
時
に
は
件
名
に
『
と
と
掲
載
用
』

と
入
れ
て
く
だ
さ
い
）

「
と
と
」
は
春
、
夏
、
秋
の
年
三
回
発
行
で
す
が
、

一
回
に
つ
き
掲
載
で
き
る
エ
ッ
セ
イ
は
二
〜
四
作
品

で
す
。
先
着
順
で
掲
載
で
き
な
い
場
合
は
次
号
に
回

し
ま
す
。
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　「
何
か
を
な
す
た
め
に
は
、
思
い
切
っ
て

自
分
を
玄
関
マ
ッ
ト
か
ら
、
外
に
蹴
り
出
す

こ
と
が
必
要
。」

　
あ
る
作
家
の
本
に
、
こ
ん
な
意
味
の
言
葉

を
見
つ
け
た
の
は
数
年
前
だ
っ
た
。
誰
で
も

が
立
つ
玄
関
マ
ッ
ト
だ
が
、
そ
こ
か
ら
自
分

を
蹴
り
出
せ
る
の
は
、
限
ら
れ
た
人
な
の
だ

と
思
え
た
。
若
い
う
ち
に
自
分
を
蹴
り
だ
せ

る
人
が
「
何
か
を
な
す
」
の
だ
ろ
う
。

　
専
業
主
婦
だ
っ
た
が
、
定
年
後
の
夫
の
仕

事
を
十
一
年
手
伝
っ
た
。
社
会
参
加
し
た
、

貴
重
な
体
験
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
役
を
卒

業
す
る
開
放
感
を
も
味
わ
っ
た
。
仕
事
を
終

え
る
っ
て
、
年
取
る
っ
て
、
こ
ん
な
に
も
心

が
自
由
を
感
じ
る
も
の
な
の
か
。

　
毎
日
が
フ
リ
ー
に
な
っ
た
ら
何
で
も
で
き

る
。
自
分
を
変
え
る
こ
と
も
。
そ
ん
な
思
い

が
湧
い
て
出
た
。
残
る
自
由
時
間
を
何
に
使

お
う
と
心
を
覗
い
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
書
き
た

い
。
と
の
思
い
が
沈
ん
で
い
た
。
続
け
て
は

き
た
が
、
自
己
流
だ
。
基
礎
か
ら
学
ん
だ
ら
、

も
し
か
し
た
ら
、
あ
わ
よ
く
ば
、
と
欲
が
出

た
。
し
か
し
そ
う
し
た
場
は
、「
高
齢
者
」

に
は
場
違
い
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
や

れ
る
？
　
ペ
シ
ャ
ン
コ
に
な
っ
た
ら
ど
う
す

る
。
こ
れ
ま
で
の
私
が
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
。

こ
れ
っ
て
、
玄
関
マ
ッ
ト
の
上
で
モ
ジ
モ
ジ

し
て
る
！
　
今
、
な
の
か
。

　
自
分
を
蹴
り
出
す
先
を
捜
し
た
。
発
足
し

て
新
し
い
徳
島
文
学
協
会
が
受
け
止
め
て
く

れ
た
。
途
端
に
、
エ
ッ
セ
イ
講
座
、
パ
ソ
コ

ン
倶
楽
部
受
講
と
、
生
活
が
新
し
い
動
き
を

始
め
た
。

　「
│
さ
ん
、
こ
ち
ら
へ
、
パ
ソ
コ
ン
の
お

手
本
画
面
を
見
に
来
て
く
れ
ま
す
か
。」

　
親
し
げ
に
私
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
。
自
分

を
蹴
っ
て
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
年
寄
る
の

は
悪
く
な
か
っ
た
。

玄
関
マ
ッ
ト
か
ら

大
唐
　
静
子

新
し
い
講
座
を
ご
紹
介
し
ま
す

 
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
～
み
ん
な
で
文
芸
誌
を
つ
く
ろ
う
～

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
が

届
い
て
い
な
い
方
へ

協
会
メ
ー
ル
に
、『
ア
ド
レ
ス
登
録
』

を
し
て
く
だ
さ
い
。
最
新
イ
ベ
ン
ト

情
報
ほ
か
緊
急
時
の
ご
連
絡
等
に
も

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
き
ま
し
た
！

講
座
や
イ
ベ
ン
ト
開
催
ほ
か
最
新
の

情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
い
い
ね
、
フ
ォ

ロ
ー
大
歓
迎
で
す
！

https://tw
itter.com

/tbungaku

み
ん
な
の
文
芸
誌

﹃
カ
ク
ヲ
タ
ノ
シ
ム
﹄

～
二
〇
一
九
年
夏
創
刊
予
定
～

　「
書
く
こ
と
を
楽
し
み
た
い
人
の
た
め
の
文

芸
誌
」
で
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
ご
応
募
で

き
ま
す
。「
み
ん
な
の
文
芸
誌
編
集
委
員
会
」

が
一
通
り
目
を
と
お
し
、
簡
単
に
推
敲
・
編

集
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
は
じ
め
て
作
品

を
書
か
れ
る
方
や
文
章
の
書
き
方
に
自
信
の

な
い
方
で
も
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

た
だ
い
ま
原
稿
募
集
中
！

●
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
枚
数
に
応
じ
た
掲
載
料
が
必
要
で
す
。

●
ワ
ー
ド
で
制
作
し
た
原
稿
に
限
り
ま

　
す
。
応
募
は
メ
ー
ル
添
付
の
み
。（
郵
送

　
不
可
）

●
原
稿
提
出
の
締
切
は
三
月
末
。

●
お
申
込
み
は
一
月
末
ま
で
。

　
事
務
局
ま
で
、
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

　
予
定
枚
数
と
ジ
ャ
ン
ル
を
お
知
ら
せ
く

　
だ
さ
い
。
詳
し
い
応
募
要
項
を
お
送
り

　
い
た
し
ま
す
。

一
枚
〜
五
枚 

千
円

六
枚
〜
十
五
枚 

二
千
円

十
六
枚
〜
三
十
枚
程
度 

三
千
円

実演作業を見学するパソコン倶楽部参加者のみなさん

パ
ソ
コ
ン
で
文
芸
作
品
を
創
作
す
る
た
め
の
基
本
的
知
識
や
技
術
を
学
べ
ま
す
。

来
年
夏
創
刊
予
定
の「
み
ん
な
の
文
芸
誌『
カ
ク
ヲ
タ
ノ
シ
ム
』」へ
の
投
稿
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。



﹁
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
・
特
別
実
用
講
座
﹂

　
～
ワ
ー
ド
で
つ
く
る
年
賀
状
～

　
主
に
ハ
ガ
キ
や
手
紙
に
お
気
に
入
り
の
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
を
添
え
た
お
便
り
（
年
賀
状
・
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
等
）

を
作
成
し
ま
す
。
そ
の
他
、
普
段
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い

て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
質
問
く
だ

さ
い
。

　
二
〇
一
九
年
夏
創
刊
予
定
の
み
ん
な
の
文
芸
誌
『
カ
ク

ヲ
タ
ノ
シ
ム
』
の
原
稿
設
定
方
法
の
説
明
も
い
た
し
ま
す
。

﹁
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
﹂

　
～
み
ん
な
で
文
芸
冊
子
を
つ
く
ろ
う
～

　
パ
ソ
コ
ン
で
文
芸
作
品
を
創
作
す
る
た
め
の
知
識
や
技

術
を
講
習
し
ま
す
。
目
標
は
パ
ソ
コ
ン
で
作
っ
た
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
み
な
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
文
芸
冊
子
を
作
る

こ
と
！
　
ワ
ー
ド
で
の
基
本
的
な
文
字
入
力
、
便
利
な
編

集
方
法
等
を
お
伝
え
し
ま
す
。
個
々
の
質
疑
応
答
を
中
心

に
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
質
問
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
お
申
込
の
際
に
事
務
局
ま
で
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
新
年
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
け
る

場
合
は
二
〇
一
八
年
十
二
月
末
ま
で
に
、
徳
島
文
学
協

会
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
、電
話
に
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
二
〇
一
九
年
一
月
五
日
（
土
）
十
九
時
〜

■
会
場
　
た
き
ち

　
　
　
　
　
住
所
：
徳
島
市
寺
島
本
町
東
一
ー
十
六

　
　
　
　
　
電
話 

： 

〇
八
八
ー
六
二
六
ー
八
〇
〇
一

■
会
費
　
四
五
〇
〇
円

■
開
催
日
　
二
〇
一
九
年
三
月
十
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
時
〜
十
六
時

■
場
　
所
　
徳
島
県
立
文
学
書
道
館

■
講
　
師
　
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
部
長
　
魚
井
美
佐

■
参
加
費
　
会
員
一
〇
〇
〇
円
、
非
会
員
一
五
〇
〇
円

■
定
　
員
　
十
五
人

※

ご
自
身
で
お
使
い
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
ご
用
意
で
き
な
い
場
合
は
お
申
込
の
際
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
　
①
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
三
日
（
水
）

　
　
　
　
　
②
二
〇
一
九
年
二
月
二
十
日
（
水
）

　
　
　
　
　
③
二
〇
一
九
年
三
月
二
十
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
回
　
十
時
〜
十
ニ
時

■
場
　
所
　
徳
島
県
立
文
学
書
道
館

■
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
藤
代
淑
子
、
久
保
訓
子
ほ
か

■
参
加
費
　
会
員
一
〇
〇
〇
円
、
非
会
員
一
五
〇
〇
円

■
定
　
員
　
十
五
人

　※

合
評
作
品
は
、
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹁
小
説
広
場
﹂
～
み
ん
な
で
合
評
会
～

﹁
エ
ッ
セ
イ
入
門
講
座
﹂

　
あ
な
た
の
書
い
た
小
説
を
合
評
会
に
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
作
者
で
あ
る
あ
な
た
に
も
、
見
え
な
か
っ
た
も
の
が

見
え
て
く
る
は
ず
。
会
に
参
加
し
て
創
作
を
志
し
て
い
る

人
の
作
品
を
読
む
こ
と
で
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
は
ず

で
す
。
作
品
を
提
出
し
て
く
だ
さ
る
方
、
作
品
は
な
く
て

も
合
評
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

﹁
短
編
小
説
実
作
講
座
﹂

　
気
軽
に
学
ん
で
い
た
だ
け
る
小
説
実
作
講
座
の
入
門
編
。

　
小
説
の
基
本
か
ら
具
体
的
な
表
現
方
法
ま
で
分
か
り
や

す
く
解
説
。
初
め
て
小
説
を
書
く
方
で
も
、
コ
ツ
を
つ
か

む
こ
と
で
短
編
小
説
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
開
催
日
　
①
二
〇
一
八
年
十
二
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
②
二
〇
一
九
年
一
月
二
十
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
③
二
〇
一
九
年
三
月
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
回
　
十
九
時
〜
二
十
時
半

■
場
　
所
　
徳
島
県
立
文
学
書
道
館

■
講
　
師
　
佐
々
木
義
登

■
参
加
費
　
会
員
一
五
〇
〇
円
、
非
会
員
ニ
五
〇
〇
円

■
定
　
員
　
十
五
人

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

文 学 イ ベ ン ト 案 内

〒771-3201 徳島県名西郡神山町阿野字方子 103　TEL : 080-6284-0296
society@t-bungaku.com　http://www.t-bungaku.com/

﹁と
と
﹂：古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
の
知
恵
の
神
﹁ト
ー
ト
﹂

　
　
　   

に
由
来
す
る
︒

ご入会や講座のお申し込み・お問い合わせは徳島文学協会事務局まで
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ど
な
た
で
も
文
章
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ

と
で
素
敵
な
文
章
が
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ぜ
ひ
楽
し
み
な
が
ら
エ
ッ
セ
イ
を
執
筆
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
文
章
の
書
き
方
を
伝
授
し
ま
す
。
講
座

で
は
実
際
に
文
章
表
現
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
場
で
講
師
が
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。

■
開
催
日
　
二
〇
一
九
年
二
月
十
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
九
時
〜
二
十
時
半

■
場
　
所
　
徳
島
県
立
文
学
書
道
館

■
講
　
師
　
佐
々
木
義
登

■
参
加
費
　
会
員
一
五
〇
〇
円
、
非
会
員
二
五
〇
〇
円

■
定
　
員
　
十
五
人

■
開
催
日
　
二
〇
一
八
年
十
二
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
八
時
半
〜
二
十
時
半

■
場
　
所
　
徳
島
県
立
文
学
書
道
館

■
講
　
師
　
パ
ソ
コ
ン
倶
楽
部
部
長
　
魚
井
美
佐

■
参
加
費
　
会
員
一
〇
〇
〇
円
、
非
会
員
一
五
〇
〇
円

■
定
　
員
　
十
五
人

※

ご
自
身
で
お
使
い
の
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
延
長
コ
ー
ド
、
筆
記
用
具
、
ハ
ガ
キ
に
入
れ
た

　
い
写
真
、
イ
ラ
ス
ト
等
の
デ
ー
タ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

新
年
会
の
お
知
ら
せ
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